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TEL/FAX : 03-3985-2307    E-mail : gender@rikkyo.ac.jp

http://www.rikkyo.ac.jp/research/institute/gender/

」ムラーォフ「 。すまえ迎を年周 02で度年今。たしまれさ立設はムラーォフーダンェジ学大教立に月4年8991

という名づけには「運動体のニュアンス」が込められており、ジェンダー平等の社会を実現するための活動拠点

としての役割が強く期待されていました。また、教職員がともに「フォーラム」立ち上げに関わったところに組

織としての大きな特徴があり、ジェンダー問題に気づき、対処する力を持った学生を育てることも重要な課題と

なっていました。

あらためて人間らしく生きることのできる社会を切り拓くジェンダー視点とその実践とは何か。これからの 20

年、どういう活動拠点として立教大学ジェンダーフォーラムを社会に開いていくのか。ジェンダーフォーラムの

初心を明らかにしながら、こうした問いに応えようという公開講演会です。

ゲストスピーカーには、ジェンダーフォーラム初代所長の庄司洋子先生、庄司先生とともにジェンダーフォーラ

ムの立ち上げに関わり、現在は児童養護施設等を巣立ち、進学した学生たちを支援するシェアハウスにも携わる

元職員の松井明子さん、ジェンダーの視点で同時代の保育問題に斬り込んでいるジャーナリストの猪熊弘子さん

の 3人をお迎えします。

」ムラーォフ「 。すまえ迎を年周 02で度年今。たしまれさ立設はムラーォフーダンェジ学大教立に月4年8991

という名づけには「運動体のニュアンス」が込められており、ジェンダー平等の社会を実現するための活動拠点

としての役割が強く期待されていました。また、教職員がともに「フォーラム」立ち上げに関わったところに組

織としての大きな特徴があり、ジェンダー問題に気づき、対処する力を持った学生を育てることも重要な課題と

なっていました。

あらためて人間らしく生きることのできる社会を切り拓くジェンダー視点とその実践とは何か。これからの 20

年、どういう活動拠点として立教大学ジェンダーフォーラムを社会に開いていくのか。ジェンダーフォーラムの

初心を明らかにしながら、こうした問いに応えようという公開講演会です。

ゲストスピーカーには、ジェンダーフォーラム初代所長の庄司洋子先生、庄司先生とともにジェンダーフォーラ

ムの立ち上げに関わり、現在は児童養護施設等を巣立ち、進学した学生たちを支援するシェアハウスにも携わる

元職員の松井明子さん、ジェンダーの視点で同時代の保育問題に斬り込んでいるジャーナリストの猪熊弘子さん

の 3人をお迎えします。


